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オートエアピュリファイヤ取付要領書

はじめに

木書は、 トヨタ ‘ノアラにオート エアピュ リファ イヤを取り付ける場合の取付要領について記載してありま

す。

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行って〈ださい。

《適用車種およびキット品番》

I 適 用 車 種 エア グリル 品 番

色 本 体 アクセサリ アッセンプリ

I 
E-GZ20系(VZ仕様車は除く） プラ ック 88904-24010-01 

I 

E-MZ20系

E-MZ21系
ブルー 88920-24010 88904-24010-04 

i グレー ジュ 88904-24010-15 

目 1. 取 り付けには、本体とアクセサリ アッセンプリ のキットが必要です。
2. 取り付けに際 しては、室内色に合わせてエア グリル色をお選びください。

1 取り付けに必要な工具 |

(1) 自動車用サービスエ具

(2) 電気 ドリル

(3) カッターナイフ

「―- -

取り付け上ーの~J

］．本文中の取リ付け｝の一 は、必ず取り付けに反映させて作業を行ってください。

"'' し（取リ付けると 製品の機能をllll'jfするばかりでなく、 車両故障につながる恐れもし . 置璽9を1ur悦 ― 

があリます。

2. 車Jilij部品の取リ はずしに際 して、 タッピン グ スクリ ュやポルト、ナット顕の紛失や混乱がないように
整理 して、 1及尤する際に1m進えない ように配慮してください。また、 f場を付けたりしないように取り扱
いに注意 して作業 して ください。

,_ヨワ自動●棒式会社

松下謳國産業株式会社
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1全構成四 j 

図番 品 名 個数 1 備 与

1 本体 1 

2 エアグリル 1 I 3色有り

3 コントロールスイッチ 1 

4 エアピュリファイヤハーネスNo.l 1 

⑨ 5 エアピュリファイヤハーネス蜘2 1 

r ⑪ 6 スモークセンサ
1 

r I 7 防振パッ キン .2 49 X8Q X 3 

@/4 8 シールパッキン 1 50 X6Q X8 

， クランプ 2 

10 バンド 5 

11 ポルト 4 M6 X£20 

12 タッピングスクリュ 4 ¢5 X£16 

13 タッピングスクリュ 2 ¢5 X£12 

14 タッピングスクリュ 2 ¢4 X£10 

15 アースハーネス 1 

三
,----= I 16 アースポルト 1 I M6x£16 

~ 
[I] 車両部品の取りはずし

(1) 後部座席

(2) リヤスピーカグリル（うめ込みタイフ、ス゚ピーカの場合） 2個

リヤスピーカおよぴリヤスピーカプラケット

（ポックスタイフ、゚スピーカの場合） 2個

(3) クォータ トリム（右側）

バッテリのe端子を取りはずしてから作
業に取りかかること。

(4) リヤパッケージトレイ

(5) スカ ッフプレート（右側）

(6) カウルサイドトリム（右側）

(7) マップランプ

(8) CPUカバー（トランクルーム内CRT付車のみ）

② リャパッケージトレイの穴あけ

(1) リャパッケージトレイ裏面のインシュ

レータを取り除く 。

(2) リャパッケージトレイの裏面に印刷さ

れている開ロラインにそって、カッターナ

イフ等で切りぬく 。

(3) エアグリル取付穴 (¢7)を指示マーク

にしたがって4個あける。

1リヤバッケージトレイ裏面

インシュレータを取り除く

D 

グリル用取付穴¢7を指示
マークにしたがって4個あける

o,o 
開ロラインにそって、切りぬく

図l パッケージ トレイの穴あけ
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固エアグリルの取り付け

(1) 先にあけた穴を利用して、エアグリルを

取り付ける。

エアグリルは傾斜面が車両前方になる

よう月又リイ寸け□ること。

④ 本体の取り付け

(1) 図3を参照して、本体ヘエアピュリファ

イヤハーネスNo.2を組み付ける。

(2) エアピュリファイヤハーネスNo.1を、アッ

パバックパネル（スピーカ部穴）を通し、

エアピュリフ ァイヤハーネスNo.2の6Pコ

ネクタと接続する。

(3) 6 Pコネクタに防振パッキンを張る。

(4) 本体とアースハーネスをアッパバック

パネルヘポルトで取り付ける。

(5) 左側スピーカ前方のポルトをアースポル

トに変えてアースハーネスを取り付ける。

1J{両前方
エアグリル

拿

□□ 

阿バッケージトレイ真亘l

□ 
タッピングスクリュ（ワッシャ付）

~ (¢5 X€16) でエアグリルを取り付
ける

図2 エアグリルの取り付け

タッピングスクリュ (¢4Xil0)で

工ヤピュリファイヤハーネスNo.2を

取り付ける

6? コネクタ

7Pコネクタと接続す

I 
図3 エアピュリファイヤハーネスNo.2の組み付け

三 6Pコネクタと接続し
防振パッキンを張る

図4 エアピュリファイヤハーネスの接続P

本体の取り付けの際、吹出 IJ内にポルト

などを落とすと故障の原因となるので注意

すること。

CPUカパー付車は6Pコネクタを奥に収

納すること。

□三゜ス;)取:·~ーニ

•.·· .. ・.・・・・ ・・ ........ ・. 

本体 l l・ ． 
- トランク側から見た図

図5 本体の取り付け
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¥(;) CRT搭輩frドは、CPUカバーを図6のよう

にl;JJ断し取り付ける。
ると．． ．
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111111うイン（：そって` りJリぬ く

l・;iJG CPUカパーの切浙

固配線作業およびコントロールスイッチの取り付け

スモークセンサ
（マ ップランプ内）

レスイッチ

ール内）

図7

ハーネスは、車両ハーネスに沿わせて配線し、ハーネスのたれ下がりやかみ込み、すれ合いなどがないよ
うに車両ハーネス と一緒にバンドおよぴピニールテープなどで固定し、プロテクタのある部分は必ずプロテ
クタ内を配線しコネクタは相手側へ確実に差し込むこと。

また、車両ハーネスを移動した場合は、必ず元どおりにして、他の部品に接触させないこと。

図8~図11のようにエア ピュリファイヤハーネスNo.lを取りまわす。

(1)カウルサイドトリム内の配線

① アンダカパーのネジをはずす。

② カウルサイドトリムのナットをはずしト

リムを取りはずす。

③ カウルサイドトリム内の6Pコネクタの
テーピングをはずす。

④ 6Pコネクタを接続する。

？ 
アンダーカバーのネジを

言冒~〗〉卜：丘すトリムの
心

図8 カウルサイドトリムの取I)はずし
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両6Pコネクク
接綬する

言
¥ \\暉~\----- ¥ ll~U ¥, 日＼＼

一図9 カウルサイドトリム内の取りまわし
(2) 車室内の配線

① エアピュリファイヤハーネスNo.lをプロ

テクタ内の小両ハーネスに沿わせ杞線し、

収納する。

② プロテ クタを通したエアピュリファイヤ

ハーネスNo.lをホイールアーチ部の車両ハー

ネスにそわせて配線し、バンドで固定する。

(3) コントロールスイッチの取り付け

① 1)ヤコンソール上のシートスイッチを

引き出す。

② リヤコンソール上の詰栓をはずして、シ

ートスイッチのワイヤーハーネスにテープ

止めされている6Pコネクタ（青色）とコン

トロールスイッチを接続し取り付ける。

プロテクタ内を配線する

図10 11{室内の配線l

図11 車室内の配線2

図12 コントロールスイ ッチの取りつけ
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スモーク

シールバッ キンの両面テープ離型紙をは

センサに張りつける。がし、スモーク

(2) 

センサの取り付け

天井内張りを汚さないように、手をき

れいに洗ってから、作業を始めること。

マップランプカバーをはずし、

ンプポティを取りはずす。

(3) 

ルーフ

(4) 3Pコネクタを接続し、

を取り付ける。

マップラ

サンルーフ付車はセンサハーネスをサン

モータ の奥を通す。

スモーク センサ

図13

図 1~

シールパッキ

シールパッキンの張り付け

戸夕,~5x"2)

三
C!)IF 

三:るPコオ｛ スモークセンサの取り付け（サンルーフ付）

タッピングスクリュ(¢5x£12)

で取り付ける。

リード線のかみ込みに注意する こと。

3Pコネクタと接続し
防振バッキンを張る。

図15 I//  スモークセンサの取り付け（サンルーフなし）

シールパッキン シールパッキン

, 
サンルーフ
モータ

｀ 
スモークセンサ

--車両前方

（サンルーフ付）

スモークセンサ

ー ニ車両前方

（サンルーフなし）

図16 スモークセンサの取り付け（断面図）
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諏り付け完了後の］り！

田 取り付けの確認

hじ線や取り付けに異常がないか点検すること。

(2) 特に車両ハーネスやエアピュリファイヤ用ハーネスを無理に押したり、引張ったり、かみ込んだりしてい

ないか点検すること。またクランプのはずれや部品の締め付け忘れはないかもう 一度確認すること。

(l) 

図 作動確認

(1) 

認すること。

手順はまず「HI」および「LO」の作動を確認すること。次に「AUTO」の作動を「内気」「ベント

プロワはLO(またはOFF)」で確認すること。

パッテリのe端子を取リ付け、 エンジンを始動した状態で『取扱説明書J の操作要領通りに作動するか確

夕

モード」「ヒー

(2) 

すとよい。また、

スモーク センサの作動を、,,',,:検するII寺は、タパコの煙をピニール袋に入れて車室内へ持ち込みセンサ部へ流

イグニッションス イッチON後2分以上すぎてから点検すること。

③
 
復元作業

以上の点検後、取＇）はずした事両部品を元どおりに取り付ける。

1 . 復元時に車両およびエアピュリファイヤのハーネスをかみ込んだリ車両部品を損傷させない ように注

意する こと。

2. タッピングスクリュの締め付け不良は奥音発生の原因になりやすいので注意する こと。

3. 別冊の『取扱説明書』は、必ずお客様に渡すこと。

|スモーークセンサの感度調整l
センサは、通常0.3mg/面の煙（タバ

コ1-3服程度）で作動するよう設定してあり

ますが、ポリュームを回転させることにより感

度を変えることができます。

スモーク

H側・・・・・・・..感度が良〈なります

L側……...感度が鈍〈なります

l自動（オート）時の風量切り替え

コントロール文イッチを「AUTO」にした場

合の風量は、コネクタの着脱により変更するこ

とができます。

接続………「HI」→「LO」2段制御

分離•••……「LO」のみ

コネクタを分離した場合はハーネスにテ

ーピングすること

L/ ,,,, -✓ J-図17 感度調整

図18 自動（オート）時の風星切り替え
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l 戸臼~I

(2)煙セ ンサ

----… • • 車両側ハーネス

ーエアピュリ ハーネス
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